
ど
で
「
療
担
違
反
」
を
振
り

か
ざ
す
と
と
も
に
、
更
に
義

務
化
が
確
定
し
た
か
の
よ
う

な
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
効
果

を
狙
っ
て
「
官
報
告
示
」
と

い
う
手
段
に
打
っ
て
出
た
わ

け
で
あ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

運
用
数
は
徐
々
に
上
昇
し
て

き
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
来

年
４
月
時
点
で
病
院
６
割
、

薬
局
８
割
に
対
し
て
、
こ
の

ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
医
科
診

療
所
は
３
割
、
歯
科
診
療
所

は
３
割
強
の
水
準
に
と
ど
ま

る
情
勢
だ
。
こ
の
水
準
で
あ

れ
ば
、
全
国
で
９
〜
10
万
の

診
療
所
が
個
別
指
導
・
指
定

取
り
消
し
の
対
象
と
な
り
得

る
が
、
厚
生
局
の
人
員
・
実

務
面
か
ら
み
て
も
対
応
は
非

常
に
困
難
で
あ
る
と
と
も
に
、

地
域
医
療
へ
の
甚
大
な
影
響

な
ど
か
ら
も
、
来
年
の
４
月

時
点
で
「
個
別
指
導
・
指
定

取
り
消
し
」
な
ど
は
あ
り
え

な
い
状
況
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
年
末
ま
で
に
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
申
請
、
来
年
２
月
末
ま

で
に
ベ
ン
ダ
ー
契
約
に
加
え

て
、
３
月
末
ま
で
に
事
業
完

了
、
６
月
末
ま
で
に
補
助
金

申
請
と
し
て
い
る
。
年
末
に

予
定
さ
れ
る
例
外
範
囲
な
ど

の
検
討
と
併
せ
て
、
補
助
金

の
運
用
要
件
（
対
象
、
額
、

申
請
期
限
な
ど
）
や
延
期
な

ど
も
含
め
て
、
年
末
の
再
検

討
結
果
に
応
じ
て
、
補
助
金

運
用
も
変
わ
り
う
る
こ
と
に

注
意
が
必
要
だ
。

　
付
帯
意
見
に
沿
っ
て
、
年

末
に
除
外
範
囲
の
拡
張
、
経

過
措
置
の
設
定
な
ど
を
含
め

具
体
的
方
針
が
決
定
さ
れ
る
。

中
医
協
で
は
、
診
療
側
か
ら

「
離
島
・
へ
き
地
や
回
線
施
設

が
十
分
で
な
い
場
合
、
ベ
ン

ダ
ー
対
応
に
よ
り
対
応
で
き

な
い
場
合
な
ど
も
生
じ
る
」

「
特
に
歯
科
医
療
機
関
は
小
規

模
零
細
で
あ
り
配
慮
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、

小
規
模
や
診
療
時
間
が
短
い
、

高
齢
、
閉
院
予
定
（
数
年
以

内
）、
建
物
構
造
上
で
対
応
困

難
（
改
修
費
用
が
甚
大
）、
コ

ロ
ナ
患
者
診
療
中
（
発
熱
外

来
等
）
な
ど
医
療
現
場
の
実

情
を
十
分
に
反
映
し
た
形
の

除
外
規
定
を
設
け
る
よ
う
な

運
動
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

12
月
末
に
医
療
機
関
に
お
け

る
除
外
範
囲
が
決
ま
る
こ
と

か
ら
、
マ
イ
ナ
受
付
に
要
す

る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
申
請
や

ベ
ン
ダ
ー
契
約
は
慌
て
ず
慎

重
な
対
応
が
必
要
だ
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
デ
ジ
タ
ル
化

そ
の
も
の
に
反
対
す
る
も
の

で
は
な
く
、
医
療
現
場
の
事

情
を
無
視
し
た
拙
速
か
つ
強

圧
的
手
法
に
異
を
唱
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
保
団
連
を
通

じ
て
９
月
22
日
に
省
庁
要
請
・

記
者
会
見
を
行
っ
た
が
、
10

月
20
日
の
「
医
療
を
守
る
国

民
集
会
」
で
も
、
会
員
署
名

を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

会
員
署
名
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
。

の
導
入
が
い
か
に
重
要
な
こ

と
か
を
強
調
し
た
。
準
備
完

了
・
運
用
開
始
の
医
療
機
関

数
を
急
速
に
増
や
す
た
め
に
、

厚
労
省
等
は
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
講
じ
て
、
医
療
機
関
に
導

入
の
圧
力
を
か
け
て
い
る
。

　
通
例
で
あ
れ
ば
来
年
２
〜

３
月
と
な
る
官
報
告
示
を
急

い
で
行
っ
た
の
は
、
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
申
請
・
運
用
開
始

な
ど
の
進
捗
ペ
ー
ス
を
引
き

上
げ
る
手
段
が
実
質
的
に
他

に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
２
兆

円
を
投
下
し
て
い
る
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
で
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は

や
っ
と
５
割
だ
。
説
明
会
な

　
８
月
24
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
で
開
か
れ
た
説
明
会
で

は
、
厚
労
省
・
医
療
介
護
連

携
政
策
課
長
の
水
谷
氏
が「
療

養
担
当
規
則
は
保
険
医
療
機

関
の
責
務
を
規
定
す
る
も
の

で
あ
り
、
違
反
す
る
こ
と
は

保
険
医
療
機
関
の
指
定
取
り

消
し
事
由
と
な
り
得
る
」
と

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

　
講
師
は
田
辺
副
部
長
が
務

め
、
厚
労
省
が
発
出
し
て
い

る
疑
義
解
釈
や
通
知
な
ど
を

踏
ま
え
、
今
次
診
療
報
酬
改

定
の
再
検
討
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
た
。

　
講
習
会
で
は
今
次
改
定
の

特
徴
と
し
て
、
初
診
料
の
注

１
の
施
設
基
準
に
新
興
感
染

症
へ
の
対
応
項
目
の
追
加
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
関

す
る
点
数
や
在
宅
歯
科
医
療

に
「
通
信
画
像
情
報
活
用
加

算
」
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を

評
価
し
た
点
数
の
新
設
、
小

児
を
含
め
た
口
腔
機
能
管
理

料
の
対
象
年
齢
の
拡
充―

―

な
ど
を
挙
げ
、
各
内
容
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

導
入
に
つ
い
て
は
「
免
除
・

猶
予
措
置
等
に
つ
い
て
今
後

検
討
さ
れ
る
予
定
の
た
め
、

慌
て
ず
冷
静
な
判
断
を
お
願

い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
問

題
に
つ
い
て
も
触
れ
「
５
月

の
緊
急
改
定
・
７
月
の
随
時

改
定
で
『
利
ザ
ヤ
』
と
な
る

期
間
が
続
い
て
き
た
が
、
10

月
改
定
の
引
下
げ
に
は
注
意

が
必
要
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
講
習
会
終
了
後
、
参
加
者

か
ら
は「
非
常
に
勉
強
に
な
っ

た
。
次
回
も
是
非
参
加
し
た

い
」「
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
り
、
改
め
て
勉
強

し
た
い
と
思
っ
た
」
等
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
大
変
盛
会

だ
っ
た
。

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
国
は
Ｄ
Ｘ
推
進
を
打
ち
出

し
て
お
り
医
療
も
例
外
で
は

な
い
。
し
か
し
医
療
Ｄ
Ｘ
は
、

そ
の
導
入
過
程
や
目
的
に
多

く
の
疑
問
が
残
る
▼
23
年
４

月
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
導
入
の
義
務
化
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
・
保
険
証
廃
止
の
方
針

が
示
さ
れ
た
。
現
状
で
は
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
医

療
機
関
は
約
25
％
、
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
取
得
率
は
い
ま
だ
半

数
に
満
た
ず
余
り
に
も
拙
速

す
ぎ
る
▼
政
府
は
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
普
及
促
進
の
た
め
に

カ
ー
ド
取
得
時
の
ポ
イ
ン
ト

付
与
や
マ
イ
ナ
健
康
保
険
証

の
導
入
、
運
転
免
許
証
と
の

紐
付
け
、
さ
ら
に
自
治
体
に

普
及
率
に
応
じ
地
方
交
付
税

に
差
を
付
け
る
な
ど
、
普
及

を
強
引
に
推
し
進
め
る
意
向

だ
▼
国
は
所
得
や
医
療
な
ど

の
個
人
情
報
を
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
に
連
携
さ
せ
徴
税
の
徹
底

や
社
会
保
障
個
人
会
計
の
導

入
を
画
策
し
て
い
る
。
個
人

情
報
を
企
業
に
利
活
用
さ
せ

る
懸
念
も
あ
る
。国
民
が
カ
ー

ド
を
取
得
し
な
い
理
由
は
必

要
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と

や
個
人
情
報
の
漏
洩
や
紛
失
・

盗
難
へ
の
危
惧
で
あ
る
。
国

は
国
民
が
抱
く
不
信
感
を
払

拭
し
議
論
を
尽
く
し
て
国
民

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
必

要
が
あ
る
。
医
療
Ｄ
Ｘ
は
国

の
都
合
で
は
な
く
医
療
者
や

国
民
の
利
便
性
の
た
め
に
推

進
す
べ
き
だ
。

加藤 康夫

（
隆
）

2022年（令和4年）10月5日

　

９
月
５
日
、２
０
２
３
年
４
月
よ
り
電
子
レ
セ
プ
ト
請
求
す

る
医
療
機
関
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
利
用
で
き
る

体
制
整
備
を
義
務
付
け
る
と
し
た
療
養
担
当
規
則
改
正
が
告
示

さ
れ
た
が
、あ
く
ま
で
23
年
４
月
の
施
行
で
あ
る
。８
月
10
日
の

中
医
協
で
確
認
し
た
答
申
書「
付
帯
意
見
」で
は
、年
末
に
シ
ス

テ
ム
導
入
状
況
を
調
査
し
て「
地
域
医
療
に
支
障
を
生
じ
る
」な

ど「
や
む
を
得
な
い
場
合
の
必
要
な
対
応
」に
つ
い
て
再
検
討
を

行
い
、義
務
化
の
範
囲（
除
外
範
囲
の
更
な
る
検
討
）が
最
終
的

に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
だ
。

（1）第985号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

主な目次　

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
会
員
訪
問

●
開
業
医
会
員
の
先
生
へ

解
説
「
医
療
機
関
に
ハ
ー

ド
ル
」

…
面
２

●
時
論
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
義
務
化
に
反
対
す
る 

」

●
…
面
３

●
…
面
４

　
９
月
17
日
、「
歯
科
保
険
請

求
・
審
査
等
に
関
す
る
講
習

会
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
会
場
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し
、
道

内
か
ら
多
く
の
会
員
が
参
加

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
三
浦
歯
科
部

長
か
ら
「
依
然
と
し
て
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
が
続
い
て
い
る

が
、
本
日
の
講
習
会
を
今
後

の
診
療
や
請
求
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
が

あ
っ
た
。

病院
医科診療所
歯科診療所
薬局

8,193
89,621
70,651
61,221

１

２、３（略）

関係者それぞれが令和５年４月からのオン
ライン資格確認の導入の原則義務化に向
けて取り組みを加速させること。その上で、
令和４年末頃の導入の状況について点検を
行い、地域医療に支障に生じる等、やむを得
ない場合の必要な対応について、その期限
も含め、検討を行うこと。

答申書付帯意見 厚
労
省
と
三
師
会
等
の

　
　
　

主
催
の
説
明
会

な
ぜ
こ
の
時
期
に

　
　
　

告
示
発
出
か

療
養
担
当
規
則

　
　

改
正
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
対
応
が

　
　

考
え
ら
れ
る
か

補
助
金
対
応

　
　
　
　

に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

原
則
義
務
化
は
撤
回
を

読
後
感

●

歯科保険請求・審査等に関する講習会
ハイブリッドで240名参加

図 医療機関・薬局におけるオンライン資格確認の導入状況
（2022年8月14日時点）

【参考：全施設数】
17,046,030件 カード交付枚数に対する割合29.0％
【参考：健康保険証の利用の登録】

有効申請受付数：約6,196万枚（人口比 49.2％）
交付実施済数：約5,871万枚（人口比 46.6％）

【参考：マイナンバーカード申請・交付状況】

1.顔認証付きカードリーダー申込数

144,316施設（62.8％）／229,686施設

※オンライン資格確認の導入予定施設数

病院
医科診療所
歯科診療所
薬局

6,723
施設数 割合

46,681
38,827
52,085

82.1％
52.1％
55.0％
85.1％

2.準備完了施設数（カードリーダー申込数の内数）

72,917施設（31.7％）／229,686施設

※院内システムの改修などが完了している施設数

病院
医科診療所
歯科診療所
薬局

3,974
施設数 割合

20,114
16,253
32,576

48.5％
22.4％
23.0％
53.2％

3.運用開始施設数（準備完了施設数の内数）

61,659施設（26.8％）／229,686施設

※院内システムの改修などが完了している施設数

病院
医科診療所
歯科診療所
薬局

3,542
施設数 割合

16,243
13,253
28,621

43.2％
18.1％
18.8％
46.8％

▲講師の田辺副部長



　
既
に
２
０
２
２
年
６
月
６

日
以
前
に
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

を
申
し
込
ん
で
い
る
場
合
は
、

来
年
１
月
末
ま
で
に
運
用
を

開
始
す
る
こ
と
で
、
差
額
分

が
補
助
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
し
か
し
補
助
金
の
使
用
用

途
は
限
定
的
で
、
保
守
費
用

は
対
象
外
の
ま
ま
と
さ
れ
た
。

月
々
の
回
線
料
、
パ
ソ
コ
ン・

レ
セ
コ
ン
の
故
障
な
ど
、
こ

れ
ら
は
医
療
機
関
が
負
担
す

る
。
　
ま
た
現
状
で
は
、
導
入
の

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、
来
年
３
月

ま
で
に
運
用
を
完
了
し
な
け

れ
ば
補
助
金
の
支
給
対
象
に

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
政
府
は
骨
太
方
針
で
「
全

国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
創
設
を
目
標

と
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
、
電
子
カ
ル
テ
の
標
準

化
等
に
よ
っ
て
力
を
発
揮
す

る
も
の
で
、
レ
セ
プ
ト
・
特

定
健
診
情
報
に
加
え
、
自
治

体
検
診
情
報
・
電
子
カ
ル
テ

等
の
患
者
の
全
般
的
な
医
療
・

介
護
情
報
を
共
有
・
交
換
可

能
と
し
た
シ
ス
テ
ム
だ
。
そ

の
た
め
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
患

者
が
結
び
つ
き
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
院
内
シ
ス
テ
ム
と

が
つ
な
が
る
よ
う
進
め
る
狙

い
が
あ
る
。

　
こ
の
頃
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

は
大
企
業
に
限
ら
ず
医
療
機

関
に
お
い
て
も
被
害
が
頻
発

し
て
い
る
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る

大
企
業
で
あ
っ
て
も
十
分
な

対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
状
況
だ
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
一
カ
所
で
も
ウ

イ
ル
ス
が
侵
入
す
れ
ば
、
医

療
機
関
が
被
害
を
受
け
か
ね

な
い
。

　
医
療
は
患
者
の
健
康
に
関

す
る
重
要
な
情
報
を
取
り
扱

う
た
め
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の

誓
い
の
時
代
か
ら
守
秘
義
務

に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
が

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
ひ
い

て
は
前
述
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
患
者
情
報
等

が
安
全
に
守
ら
れ
る
の
か

が
課
題
の
１
つ
と
言
え
よ

う
。　
　

　

 

◇　

◇　

◇

　
国
の
不
十
分
な
説
明
に
よ

り
一
部
で
は
義
務
化
が
喧
伝

さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
義
務

化
「
方
針
」
で
あ
り
、
今
後

の
導
入
対
応
に
逡
巡
し
て
い

る
医
療
機
関
も
多
い
。
補
助

金
の
利
用
期
限
が
設
定
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
導
入
に
伴
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
や
個
人
情
報
の
保
護
に

も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る

他
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も

医
療
機
関
の
負
担
と
な
る
た

め
、
導
入
に
あ
た
っ
て
は
各

医
療
機
関
で
慎
重
に
ご
判
断

い
た
だ
き
た
い
。

リ
ー
ダ
ー
を
申
請
し
た
診
療

所
は
、
32
・
１
万
円
が
補
助

の
上
限
と
さ
れ
て
い
た
が
、

直
近
に
示
さ
れ
た
補
助
の
見

直
し
案
で
は
、
昨
年
３
月
末

ま
で
に
申
し
込
ん
だ
医
療
機

関
と
同
様
（
42
・
９
万
円
）

に
補
助
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

た　
　
　
。
病
院
へ
の
補
助

は
こ
れ
ま
で
の
２
倍
に
拡
充

さ
れ
た
も
の
の
、
顔
認
証
付

き
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
無

償
提
供
と
提
供
台
数
は
変
更

な
し
と
さ
れ
た
。

　
現
在
の
全
医
療
機
関
・
薬

局
の
う
ち
約
66
％
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
請
求
、
約
30
％
は

光
デ
ィ
ス
ク
で
の
請
求
、
約

４
％
は
紙
で
の
請
求
と
な
っ

て
い
る
。
病
院
の
ほ
と
ん
ど

は
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
と
な
っ

て
い
る
が
、
医
科
診
療
所
で

は
２
割
、
歯
科
診
療
所
で
は

６
割
以
上
が
光
デ
ィ
ス
ク
の

請
求
と
な
っ
て
い
る　
　
。

　
政
府
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
義
務
化
「
方
針
」
は
、

こ
れ
ら
光
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る

請
求
の
医
療
機
関
を
対
象
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
医
療
機

関
の
約
９
割
を
占
め
る
。

　
し
か
し
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
導
入
は
医
科
・
歯
科

診
療
所
と
も
に
２
割
以
下
で
、

都
道
府
県
別
の
運
用
開
始
状

況
に
も
地
域
差
が
あ
り
、
本

道
に
お
い
て
も
決
し
て
高
い

水
準
と
は
い
え
な
い　
　
　
。

　

昨
年
４
月
以
降
に
カ
ー
ド

北 海 道 保 険 医 新 聞 第985号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2022年（令和4年）10月5日 （2）

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

　  

義
務
化
に
反
対
す
る 

　
政
府
は
２
０
２
３
年
４

月
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
を
原
則
義
務
化
す
る

よ
う
進
め
て
い
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
資
格
確

認
は
２
０
２
１
年
３
月
よ

り
開
始
さ
れ
、
今
年
４
月

の
改
定
で
電
子
的
保
健
医

療
情
報
活
用
加
算
が
点
数

と
し
て
新
設
さ
れ
た
。

　
導
入
に
あ
た
っ
て
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

を
行
え
ば
保
険
証
の
入
力

の
手
間
や
資
格
確
認
の
過

誤
に
よ
る
返
戻
が
減
ら
せ

る
、
患
者
の
薬
剤
情
報
や

特
定
健
診
の
情
報
を
得
ら

れ
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
を
強

負
担
と
な
る
。
さ
ら
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は

多
く
の
重
要
な
個
人
情
報

が
入
っ
て
お
り
情
報
漏
洩

等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
の
問
題
も
出
て
く
る
。

高
齢
者
は
健
康
保
険
証
の

紛
失
も
多
く
、
院
内
で
の

紛
失
盗
難
対
策
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
義
務
化
は
療
養
担
当
規

則
の
変
更
も
行
わ
れ
、
違

反
し
た
場
合
に
は
罰
則
を

う
け
保
険
医
療
機
関
の
指

定
取
り
消
し
も
あ
り
う
る
。

多
く
の
問
題
を
抱
え
た
ま

ま
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
義
務
化
に
は
反
対
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

調
し
て
い
る
。
ま
た
厚
労

省
は
医
療
機
関
が
顔
認
証

付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

申
し
込
み
を
行
っ
た
場
合
、

診
療
所
は
１
台
、
病
院
は

３
台
ま
で
無
償
提
供
し
、

レ
セ
コ
ン
等
の
改
修
費
用

も
一
部
補
助
し
導
入
を
進

め
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証

と
し
て
利
用
す
る
と
患
者

負
担
が
増
す
と
し
て
不
評

を
買
い
、
10
月
か
ら
は
カ

ー
ド
を
利
用
し
た
方
が
負

担
が
少
な
く
な
る
よ
う
に

点
数
が
変
更
さ
れ
準
備
不

足
を
露
呈
し
た
形
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
導
入
時
の

補
助
は
あ
る
が
故
障
時
の

対
応
な
ど
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
問
題
は
考
え
ら
れ

て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
10
月

か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
は
初
診
時
の
み
の
点

数
設
定
と
な
り
医
療
機
関

の
コ
ス
ト
と
し
て
全
く
見

合
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
診
療
報
酬

は
医
療
機
関
の
運
営
に
直

結
す
る
問
題
で
あ
り
半
年

で
の
安
易
な
変
更
は
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
保
険
証
と
し
て
使
用
す

る
場
合
は
事
前
に
登
録
す

る
必
要
が
あ
る
。
カ
ー
ド

を
利
用
す
る
場
合
も
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
使
用
も
高

齢
者
の
多
い
医
療
機
関
で

は
患
者
一
人
で
は
困
難
で

対
応
す
る
職
員
の
大
き
な

　

不
十
分
な
補
助
金

　

医
療
機
関
に
負
担

図 レセプトの請求状況

※その他の費用：（1）マイナンバーカードの読取・資格確認などのソフトウェア・機器の導入、（２）ネットワーク環境の整備、（３）レセプトコンピュータ、
電子カルテシステムなどの既存システムの改修等。 ※上記の上限額は消費税分（10％）も含む費用額。 ※2021年4月以前は補助金全額補助の加速
化プランが実施されていた。

※四捨五入等の関係上、合計が不一致の場合がある。施設数はレセプト請求機関ベース、令和4年3月時点。

表2 医療情報化支援基金による医療機関・薬局への補助の見直し

表1 都道府県別の運用開始状況（施設類型別・9月4日時点）

　

政
府
は
医
療
Ｄ
Ｘ
の
基
盤
と
な
る
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
向
け
て
導
入
補
助
金
を
設

け
る
等
の
対
応
を
行
っ
て
き
た
。一
方
で
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

骨
太
の
方
針
で
打
ち
出
さ
れ
て
か
ら
準
備
期
間
が
短
く
、医
療

機
関
は
困
惑
し
て
い
る
。（
関
連
１
面
）

医療機関にハードル
オンライン資格確認　義務化「方針」９割対象

解　説

図

表
1

表
2

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は

　
　
　
　
　

万
全
か

病院

1 岩手（75.0%） 宮崎（30.9%） 宮崎（51.5%） 岩手（65.2%）

2 山形（67.2%） 富山（30.1%） 鳥取（47.4%） 岡山（62.9%）

3 滋賀（63.8%） 鹿児島（28.5%） 富山（35.0%） 富山（61.7%）

4 鳥取（60.5%） 長野（28.5%） 岩手（33.0%） 秋田（60.0%）

5 富山（59.4%） 高知（28.1%） 福井（32.3%） 青森（59.7%）

43 福岡（36.9%） 東京（15.3%） 大阪（16.4%） 大分（35.7%）

44 千葉（36.8%） 京都（15.0%） 群馬（16.3%） 佐賀（35.5%）

45 大阪（34.2%） 徳島（14.7%） 神奈川（16.1%） 長野（35.4%）

46 東京（34.0%） 奈良（14.6%） 徳島（15.8%） 長崎（32.4%）

47 茨城（28.2%） 島根（12.7%） 東京（13.7%） 徳島（29.2%）

合計 44.7％ 19.1％ 20.0％ 49.0％

35 北海道
（42.9%）

30 北海道
（19.2%）

36 北海道
（19.6%）

27 北海道
（48.4%）

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

医科診療所

顔認証付き
カードリーダーの
申込時期

顔認証付き
カードリーダー提供台数

①2021年4月～
2022年6月6日

105万円

②2022年
6月7日～

１台導入する場合

を上限に補助

総計
（約22.2万機関） （約14.6万機関）

同上
実費補助

基準とする事業額
42.9万円を上限に

2台導入する場合 3台導入する場合

そ
の
他
の
費
用
の
補
助
内
容

３台まで無償提供 １台無償提供 １台無償提供

大手チェーン薬局
（グループで処方箋の

受付が月４万回以上の薬局）

診療所／薬局
（大型チェーン薬局以外）

病院

歯科診療所 薬局

病院
（約0.8万機関） （約0.8万機関）

医科診療所
（約8.6万機関） （約6.2万機関）

歯科診療所
（約6.8万機関） （約1.7万機関）

調剤

オンライン請求
（約6.0万機関） （約22.2万機関）

光ディスク 紙レセプト

65.8％

97.4％

72.8％

24.6％

98.1％

（約4.5万機関）
66.8％

（約0.6万機関）

（約0.1万機関）

8.6％

（約2万機関）
23.7％

（約0.3万機関）
3.5％

（約6.6万機関）
29.9％

2.1％

（約1万機関）
4.3％

0.5％

0.9％ 1.0％

事業額の210.1
万円を上限に、
その1/2を補助

※

100.1万円
を上限に補助
事業額の200.2
万円を上限に、
その1/2を補助

※

95.1万円
を上限に補助
事業額の190.3
万円を上限に、
その1/2を補助

※

21.4万円
を上限に補助
事業額の42.9
万円を上限に、
その1/2を補助

※

32.1万円
を上限に補助
事業額の42.9
万円を上限に、
その3/4を補助

※

210.1万円
を上限に補助
事業額の420.2
万円を上限に、
その1/2を補助

※

200.2万円
を上限に補助
事業額の400.4
万円を上限に、
その1/2を補助

※

190.3万円
を上限に補助
事業額の380.6
万円を上限に、
その1/2を補助

※
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９
月
５
日
に
は
、
手
書
き
レ

セ
プ
ト
請
求
以
外
の
医
療
機

関
等
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

利
用
促
進
に
向
け
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
「
原
則
義

務
化
」
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

ド
に
よ
る
資
格
確
認
が
で
き

る
体
制
整
備
を
義
務
付
け
る

と
と
も
に
、
２
０
２
３
年
４

月
か
ら
施
行
予
定
の
療
養
担

当
規
則
の
改
定
が
官
報
告
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、

本
会
で
は
先
月
の「
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導

入
義
務
化
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」に
続
き
、緊
急
再
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。整
備
期
限

が
迫
る
中
、医
療
現
場
で
直
面

す
る
困
難
や
問
題
点
を
探
り
、

国
や
自
治
体
等
に
訴
え
る
な

ど
今
後
の
運
動
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
本
号

に
同
封
し
て
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（3）第985号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2022年（令和4年）10月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

浸
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
が
本
書
を
読
む

と
き
、
現
在
の
自
分
の
年
齢

で
亡
く
な
っ
た
人
物
を
確
認

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
の

場
合
、
自
分
の
年
齢
で
は
既

に
多
く
の
偉
人
が
鬼
籍
に

入
っ
て
い
る
こ
と
に
愕
然
と

し
ま
し
た
。　

　
あ
と
い
っ
た
い
我
々
は
何

年
生
き
る
の
か
、
そ
れ
は
誰

に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
人

生
の
諸
先
輩
方
の
生
き
様（
死

に
様
で
は
な
い
）
に
触
れ
、

限
り
あ
る
人
生
を
生
き
切
っ

た
彼
ら
に
今
後
も
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
書
で
は
古
今
東
西
の
著

名
人
、
戦
国
武
将
、
政
治
家
、

軍
人
、
作
家
、
芸
能
人
、
芸

術
家
、
犯
罪
者
な
ど
の
臨
終

の
様
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

９
２
３
人
も
の
死
に
触
れ
、

陰
鬱
な
気
分
に
な
っ
た
と
い

う
感
想
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

私
な
ど
は
不
思
議
と
死
に
対

す
る
恐
怖
心
が
薄
れ
、「
ま
ぁ
、

い
つ
か
は
み
ん
な
必
ず
死
ん

で
し
ま
う
よ
ね・・・
」
と
い
っ

た
前
向
き
だ
か
後
ろ
向
き
だ

か
よ
く
わ
か
ら
な
い
感
慨
に

人
間
臨
終
図
巻（
新
装
版
）

山 

田 

風 

太 

郎 

著

徳 

間 

書 

店

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
は

　
治
療
計
画
の
策
定
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
因
子
を
考
慮
し

て
、
１
回
１
回
の
ア
ポ
を
大

切
に
、確
実
な
治
療
手
順
で
、

自
分
の
家
族
に
治
療
す
る
よ

う
な
気
持
ち
で
、
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

―

ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

　
患
者
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
も

W
in-W
in

で
、診
療
、経
営
、

労
働
環
境
な
ど
が
他
の
模
範

と
な
る
よ
う
な
医
院
が
理
想

で
す
。

―

ご
家
族
は

　
妻
と
２
人
暮
ら
し
で
す
。

養
豚
会
社
の
と
き
に
知
り
合

い
、
今
は
妻
も
私
も
辞
め
て

別
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

養豚から歯科医師へ

菅野　貴文 先生
勤医協札幌歯科診療所　札幌・白石区139139

略歴
　札幌市出身。小中学校を千歳で過
ごし、函館ラ・サール高校、弘前大学農
学生命科学部を卒業。５年間養豚会
社で働いたのち、2021年北海道医療
大学歯学部を卒業し、歯科医師とな
る。同年から勤医協札幌歯科に勤務。

あ
り
、
現
在
向
き
合
っ
て
い

る
多
く
の
患
者
さ
ん
が
高
齢

者
で
す
。
先
日
、
学
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
視
聴
し
ま
し
た

が
、
講
演
の
内
容
が
大
変
面

白
く
、
現
在
の
診
療
で
直
面

し
て
い
る
問
題
に
近
か
っ
た

の
で
、
入
会
し
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

―

歯
科
医
師
と
な
っ
た
動
機
な
ど

　
養
豚
か
ら
歯
科
医
師
へ
の

コ
ン
バ
ー
ト
は
、
父
と
弟
が

歯
科
医
師
、
母
が
歯
科
衛
生

―

本
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
今
春
に
職
場
で
入
会
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
小
さ

い
頃
か
ら
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の

催
し
事
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
の
で
馴
染
み
が
あ
り
ま
し

た
。

―

ご
専
門
は

　
老
年
歯
科
医
学
会
と
日
本

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
会
に
入
会
し
ま
し

た
。
歯
学
生
の
こ
ろ
か
ら
高

齢
者
の
歯
科
医
療
に
興
味
が

士
、
妻
が
元
歯
科
助
手
と
い

う
恵
ま
れ
た
環
境
な
く
し
て

は
語
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

養
豚
の
仕
事
が
嫌
い
と
い
う

わ
け
で
も
な
か
っ
た
の
で
歯

科
医
師
と
な
る
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
当
初
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
か
っ
た
で
す
が
、
歯
科
医

師
と
な
り
仕
事
を
し
て
い
く

う
ち
に
、
歯
科
医
療
は
単
に

口
を
み
る
だ
け
で
は
な
い
、

口
を
通
し
て
患
者
さ
ん
の
人

生
に
関
わ
る
壮
大
な
仕
事
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

―

診
療
で
大
変
な
こ
と
は

　
歯
科
医
師
歴
２
年
の
ビ
ギ

ナ
ー
で
、
現
在
週
２
回
の
訪

問
診
療
と
そ
の
他
の
日
は
外

来
で
患
者
さ
ん
１
列
を
診
て

い
ま
す
。
診
療
の
苦
労
と
言

え
ば
枚
挙
に
暇
が
な
い
で
す
。

結
婚
は
昨
年
の
歯
科
医
師
国

家
試
験
の
自
己
採
点
が
終
わ

っ
て
か
ら
な
の
で
、結
婚
２
年

目
の
新
婚
ほ
や
ほ
や
で
す
。

―

ご
趣
味
は

　
高
校
ま
で
は
剣
道
部
、
弘

前
大
学
の
と
き
は
山
岳
部
で
し

た
。
医
療
大
学
の
と
き
に
再
び

剣
道
部
と
な
り
ま
し
た
。
高
校

の
と
き
身
に
着
け
て
い
た
防
具

は
現
在
で
は
身
体
に
お
さ
ま
っ

て
い
な
い
で
す
が
、
そ
の
ま
ま

歯
学
生
の
剣
道
大
会
に
参
加

し
、
初
心
者
キ
ラ
ー
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
一
定

レ
ベ
ル
に
達
し
た
相
手
に
は
ボ

ロ
負
け
で
し
た
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
診
療
の
心
が
け
を
日
々
忘

れ
ず
に
実
践
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

（
Ａ
・
Ｈ
）

（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
）

開
業
医
会
員
の
先
生
へ

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
２
年
度
歯
科
部
関
連
事
業
の
具
体
化

　
に
つ
い
て

　
・  

今
後
の
事
業
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
の
感
染

　

  

状
況
に
よ
り
検
討
す
る
。

②（
保
団
連
）（　
／　
）歯
科
全
国
交
流
集
会
の

　
開
催
に
つ
い
て

　

 

・ 

開
催
要
項
の
確
認
を
行
い
、　

／　

の
締

　

  

切
ま
で
に
集
約
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

③
そ
の
他

    

・（　

／
５
号
）「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」  

原

　

  

稿
の
確
認

    

・（
政
策
部
）
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
に

　

  

関
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

    

・
石
川
県
保
険
医
協
会
発
行
の
書
籍
案
内
に

　

  

つ
い
て

第
6
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
9
月
14
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

第
7
回
歯
科
部
担
当
理
事
会…

10
月
12
日（
水
）午
後
７
時

　
８
月
10
日
に
開
か
れ
た
中

医
協
総
会
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証

10

10

10

11

30

子宮頸がんとHPVワクチンに関する正しい理解のため、本セミナーでは
国内外の最新情報を紹介します。

日　　時

グループ保険の保険料振替日・・・毎月23日［休日の場合は翌営業日］

10月22日（土）16時～17時30分

開催形式 オンラインセミナー
（Zoomウェビナーを使用）

講　　師 Sharon Hanley 氏
（北海道大学環境健康科学研究教育センター 特任講師）

対　　象 どなたでもご参加いただけます
参 加 費 無料
申　　込 本号同封のちらしをご覧ください

北海道保険医会事務局 011-231-6281

グループ保険（団体定期保険）に
ご加入の先生へ

共済部からお知らせ

①「控除証明書」の発送時期について
　グループ保険の「控除証明書」は例年11月最終週を目安に「配当案内」
「加入者カード」とともに発送しています。
　それ以前に控除証明書が必要な場合には、お手数ですが本会事務局
共済部までご連絡ください。順次準備が完了次第、個別に送付いたします
（11月上旬ごろ発送予定）。

②保険料自動引き落とし時の通帳印字の変更について
　2022年10月1日以降、口座振替を委託している収納会社の社名変更に
伴い、保険料の自動引き落としの際に通帳に印字される名義人が変更と
なります。ご注意ください。

【社名変更】三生収納サービス（株）　⇒　2022年10月1日より　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大樹収納サービス（株）
【通帳印字の変更】

※金融機関により印字が異なる場合があります。
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期　日
10月25日（火）

送信先
011-231-6283

再
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

緊
急

⇒

9月26日（月）振替分まで

SFS
三生

サンセイシュウノウ

10月24日（月）振替分より

TFS
大樹

タイジュシュウノウ

※日本語のセミナーです。



外用薬 2399800X1033 クロルヘキシジン塩酸塩・
ジフェンヒドラミン配合剤 1g デスパコーワ

口腔用クリーム 興和①

後発品

北 海 道 保 険 医 新 聞 第985号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2022年（令和4年）10月5日 （4）

外来後発医薬品使用体制加算

　今回の改定では、外来後発医薬品使用体制加算の届出に必要な後発医薬品の使用割合が引き上げられた。また、2022年3
月31日において当該点数を算定していた医療機関であっても、2022年4月1日以降に算定する場合はそれぞれ再度の届出が
必要となった。しかし、歯科医療機関で処方する薬剤は限定されており十分に対策可能である。そこで今回、改めて外来後発医
薬品使用体制加算についてまとめた。

　同じロキソプロフェンナトリウム水和物ですが、上段の「ロキソニン錠60mg」は後発医薬品ありの先発品のため①と②に算入します。こ
の際、先発品の右横の◯は同一剤形・規格の後発品があることを示します。一方で下段の「ロキソプロフェンNa錠60mg『サワイ』」は後発
品のため①、②、③に算入します。規格単位数量は1錠＝1単位のため、合計9錠を処方した場合は9単位となります。

　デスパコーワ口腔用クリームは先発品・後発品の欄が空欄になっており①全医薬品に算入します。規格単位数量は1g＝1単位となって
おり、デスパコーワ口腔用クリーム（1本5g）を1本処方した場合の規格単位数量は5です。

※薬剤の詳細および規格数量単位について
　上記の数量は規格数量単位で計算することが求められており、厚生労働省のHP上で公開されています。
　もしくは右のQRコードを読み込んでください。

外来後発医薬品使用体制加算
［改定前］

後発医薬品の数量
後発医薬品がある先発医薬品の数量＋後発医薬品の数量

加算1

後発医薬品の使用割合の計算方法（直近3カ月の実績で計算）

　実際に歯科医院で扱う機会の多い薬剤をもとに例を示します。施設基準の届出は様式38の3を用いるため下の様式38の3の医薬品の
使用状況をもとに①②③で示します。

後発医薬品の割合：

加算2
加算3

5点
4点
2点

85%以上
75%以上85%未満
70%以上75%未満

例 1
内用薬 1149019F1560ロキソプロフェンナトリウム水和物 60㎎1錠 局 ロキソニン錠60㎎ 第一三共①② 先発品 ○

内用薬 1149019F1587ロキソプロフェンナトリウム水和物 60㎎1錠 局 ロキソニン錠60㎎
「サワイ」 サワイ①②③

［改定後］
90%以上
85％以上90％未満
75％以上85％未満

後発医薬品がある先発医薬品の数量＋後発医薬品の数量
調剤した全ての薬剤の数量

カットオフ値：

厚生労働省HP
薬価基準収載品目リスト
（令和4年8月18日適用）

例 2

外用薬 2260701F1271 ポビドンヨード 7％1ml イソジンガーグル液
7％

ムンディ
ファーマ①

　イソジンガーグル液7％は先発品・後発品の欄が空欄になっており①全医薬品に算入します。規格単位数量は1mL＝1単位となっており、
イソジンガーグル液7％(1本30mL)を2本処方した場合の規格単位数量は60です。

　ロキソプロフェンNa錠60mgを8月に15人に対して内服3日（1日3錠）、2人にデスパコーワ口腔用クリームを1本、1人にイソジンガーグ
ル液7%を1本それぞれ処方したとすると、算入する規格単位数量は

　液剤は規格単位数量が大きいため注意が必要ですが、歯科医
院で算定の多い鎮痛剤と抗菌薬の種類を検討することで、施設
基準を満たすことが可能と思います。是非この機会に見直してく
ださい。

①全医薬品の規格単位数量
15×9＝45単位（ロキソプロフェンNa錠）
5×2＝10単位（デスパコーワ口腔用クリーム）
30×1＝30単位（イソジンガーグル液7%）
②後発医薬品あり先発医薬品及び後発医薬品の規格単位数量
15×9＝45単位（ロキソプロフェンNa錠）
③後発医薬品の規格単位数量
15×9＝45単位（ロキソプロフェンNa錠）

となります。したがってカットオフ値は
②/①＝45/45＋10＋30＝52.9％
後発医薬品の割合は
③/②＝45/45＝100%
となります。

例 3

様式 38の３ 

外来後発医薬品使用体制加算の施設基準に係る届出書添付書類 

 

１．届出に係る外来後発医薬品使用体制加算の区分（いずれかに○を付す） 

 （ ） 外来後発医薬品使用体制加算１ 

（カットオフ値（「３．」の④）50％以上かつ後発医薬品の割合（「３．」の⑤）90％以上） 

 （ ） 外来後発医薬品使用体制加算２ 

（カットオフ値（「３．」の④）50％以上かつ後発医薬品の割合（「３．」の⑤）85％以上90％未満） 

 （ ） 外来後発医薬品使用体制加算３ 

（カットオフ値（「３．」の④）50％以上かつ後発医薬品の割合（「３．」の⑤）75％以上85％未満） 

 

２．後発医薬品の使用を促進するための体制の整備 

後発医薬品の品質、

安全性、安定供給体

制等の情報を入手・

評価する手順  

 

３．医薬品の使用状況（  年  月  日時点） 

全医薬品の規格単位数量及び後発医薬品の規格単位数量並びにその割合 

期間 
（届出時の直近３か

月：１か月ごと及び３か

月間の合計） 

 年 月 年 月 年 月 

年 月 

～ 年 月 

（直近３ヶ月間の

合計） 

全医薬品の規格単位

数量（①） 

    

後発医薬品あり先発

医薬品及び後発医薬

品の規格単位数量 

（②） 

    

後発医薬品の規格単

位数量（③） 

    

カットオフ値の割合

(④) 

（②／①）（％） 

    

後発医薬品の割合

(⑤) 

（③／②）（％） 

    

 


